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平成１５年度当初予算案主要事項説明
府民労働部

ＮＰＯ活動促進フォーラム企画公募委託事業費事業名

予算額 新規・継続の別 継 続１，０００ 千円

１ 趣 旨

京都市以外の府北中部、南部地域において、社会貢献活動を促進す
る気運を醸成するため、ＮＰＯ法人からＮＰＯ活動の促進に関するフ
ォーラム等の企画案を公募し、委託して実施する。

事業内容 ２ 事業内容

目 的
対 象
方法等 実 施 場 所 北部、南部地域の２カ所

実 施 時 期 平成１５年１０月～平成１６年２月

対 象 一般府民、ＮＰＯ関係者等

内 容 例 ・講演（パネルディスカッション）
・特定非営利活動促進法に関する説明会
・団体の運営等に関する相談会
（※ＮＰＯからの企画提案の内容による）

実 施 方 法 ＮＰＯ法人から企画案を募集し、企画コンペを
実施

府民労働総務課 府民相談係 直通電話番号 ０７５-４１４-４２１０担当課・係名

府労 － １



平成１５年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

芸術文化懇話会（仮称）設置費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規２，０００ 千円

１ 目 的

伝統に培われた京都の芸術文化を継承し、京都ならではの新た

な芸術文化を創造する活動を促進するとともに、芸術文化の総合

事 業 内 容 的な推進を図るため、芸術文化振興条例（仮称）の制定に向けた

必要な検討を行う。

目 的

対 象 ２ 事業内容

方法等 (1) 芸術文化懇話会（仮称）の設置・開催

(2) 懇話会での検討内容

・京都の文化振興を図る方向及び施策の展開について

・条例の性格、盛り込むべき内容、枠組み等

担当課・係名 文 化 芸 術 室 企 画 係 課・係直通電話番号 075-414-4217

府労 － ２



平成１５年度当初予算案主要事項説明
府 民 労 働 部

美術工芸展等開催費事 業 名

継 続予 算 額 千円 新規・継続の別２３，０００

１ 趣 旨

日本文化の中心としての京都の伝統を受け継ぎ、更に発展させていくために、京都府

主催による各分野の展覧会（選抜展）を開催し美術工芸等の振興を図る。

２ 事業概要

(1) 京都府美術工芸新鋭選抜展

京都を中心に活躍している若手新進作家の作品を広く展示・紹介し、その育成を図

るとともに、京都の美術工芸の振興を図る。

・主 催 京都府、京都府京都文化博物館

・分 野 日本画、洋画、版画、彫刻、染織、陶芸、漆芸等

・会 期 平成16年１月頃（約２週間）

・会 場 京都府京都文化博物館

事 業 内 容 ・出 品 者 推薦委員から推薦のあった候補者について、選考委員会で選考を

行い、出品者約40名を決定する。

目 的 ・ 賞 最優秀賞１点、優秀賞３点

対 象 (2) 第35回京都野外彫刻展

方法等 野外に優れた彫刻作品を展示・公開し、府民の彫刻への関心を高めるとともに、

京都彫刻界の振興を図る。

・会 期 平成15年10月頃（約２週間）

・会 場 府立植物園等

・出品作家 京都彫刻家協会会員

出品作品の中から特に優れたものを、京都府の所蔵資料として活用を図る。※

(3) 第９回京都現代写真作家展

京都における写真芸術の振興を図るため、現在活躍中の作家の作品展を開催

する。

・会 期 平成15年12月頃（約１週間）

・会 場 京都府京都文化博物館

・出品作家 京都現代写真作家展実行委員会が推 薦した 写真作家等

課・係直通 ０７５－４１４－４２２２担 当 課 ・ 係 名 文 化 芸 術 室 芸 術 係 電話番号

府労 － ３



平成 １ ５ 年 度 当 初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

府 民 労 働 部

古 典 芸 能 振 興 事 業 費事 業 名

継 続予 算 額 千円 新規・継続の別１０，０００

１ 趣 旨

府民が広く古典芸能に親しむ環境の醸成と古典芸能の振興を図るため 「緑と文化、

の基金」を活用して必要な助成を行い、京都の古典芸能を活性化させ、より一層の

発展を促す。

２ 事 業 概 要

京都で行われる次の目的等を持った、伝統を生かした舞台芸術公演に対して助成

事 業 内 容 を行う。

目 的 (1) 対 象 分 野 能、狂言、文楽、歌舞伎、邦舞、邦楽、演芸

対 象 (2) 対 象 者 古典芸能の普及等を目的として活動する芸術家又は芸術団体等

方 法 等 (3) 対 象 公 演 古典芸能の普及・発展、後継者育成を目的とした公演で、京都

文化の粋を次代に継承しようとするもの。

(4) 補 助 率 １／２以内

(5) 補助限度額 ２，０００千円

(6) 補 助 金 １０，０００千円

文 化 芸 術 室 芸 術 係 075-414-4222担当課・係名 課・係直通電話番号

府労 － ４



平成 １ ５ 年 度 当 初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

府 民 労 働 部

京 の 舞 台 芸 術 新 生 事 業 費事 業 名

継 続予 算 額 千円 新規・継続の別８，５００

１ 趣 旨

豊かな文化的蓄積のもとに様々な舞台芸術が展開されている京都の特色を生かし、

古典芸能、舞踊、演劇等の相互交流の機会をつくり、それぞれの芸術分野の発展を

図るとともに、新たな舞台芸術を生み出す契機とする。

２ 目 的

・新しい舞台芸術表現の創造を支援

事 業 内 容 ・古典と現代との出会い、和と洋の交流による舞台芸術の活性化

・次代を担う若手に発表の場を提供

目 的 ・府民に新しい舞台芸術に広く親しむ機会を提供

対 象 ３ 会 場

府立府民ホール、府立文化芸術会館

方 法 等

４ 主 催

京都府 （財）京都文化財団、

５ 事 業 概 要

・ Kyoto演劇ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、ｱﾙﾃｨ･ﾌﾞﾖｳ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ及び古典芸能公演を核にしながら、

相互の交流を図り、それぞれのジャンルの中に他のジャンルの公演や技法を組み

込んだり、和と洋の要素をミックスするなどの新たな試みの場として「京の舞台

芸術新生事業」を平成１２年度に創設 （ｱﾙﾃｨ･ﾌﾞﾖｳ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙと古典芸能公演は。

相互に隔年開催。)

平成１５年度は、ｱﾙﾃｨ･ﾌﾞﾖｳ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙとKyoto演劇フェスティバルを中心に開催

する。

文化芸術室 芸術係 075-414-4222担当課・係名 課・係直通電話番号

府労 － ５



平成１５年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

こころの文化」京都国際会議（仮称）開催費事 業 名 「

予 算 額 新規・継続の別 新 規１５，０００ 千円

１ 目 的

豊かな文化風土に恵まれた京都において、海外の文化人の参

画も得て21世紀の諸課題の解決に向けた道筋を探る議論を行い、

事 業 内 容 新しい角度からのアピール等を行うことにより 「京都の素晴ら、

しさ」や「こころの文化」を世界に向けて発信する。

目 的

対 象

方法等 ２ 実施内容

こころの文化」をテーマにした国際会議の開催「

・時期／平成15年秋頃

・京都大学などと協力（共同）して実施

担当課・係名 文 化 芸 術 室 企 画 係 課・係直通電話番号 075-414-4217

府労 － ６



平成１５年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

京の歴史・文化デジタル発信事業費事 業 名

予 算 額 １６,０００ 新規・継続の別 新 規千円

１ 目 的

府所蔵の重要文化財等の歴史資料について、デジタル技術を活用

し、府民等が気軽に接し利活用できる環境整備を図り、学術振興・

生涯学習・産業利用に資するとともに、京都の文化の良さ、奥深さ

を全国に向けて発信する。

事 業 内 容

２ 業務内容

目 的 府所蔵の貴重な歴史資料をデジタル画像化し、インターネット等

対 象 で発信する。

方法等

行 政 文 書 明治期作成の社寺資料等（重要文化財）

写 真 資 料 明治・大正期の京都の街並み・交通・風俗・

建物等の古写真

担当課・係名 文 化 芸 術 室 企 画 係 課・係直通電話番号 075-414-4217

府労 － ７



平成１５年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

京の貴重資料緊急保存活用事業費事 業 名

予 算 額 ３,２００ 新規・継続の別 新 規千円

１ 目 的

府所蔵の国宝・重要文化財等の歴史資料について、劣化が著しい

資料や痛みが激しくなっている資料の保存環境の整備改善を図り、

資料そのものを後世に継承するとともに、翻刻出版や展示等の利活

事 業 内 容 用策を講じ、貴重な文化資産を府民に還元する。

目 的

対 象 ２ 業務内容

方法等 ・東寺百合文書の翻刻出版
とうじひゃくごうもんじょ ほんこくしゅっぱん

・府所蔵の国宝・重要文化財等の歴史資料を活用した企画展及び

公開講座

・滅失のおそれがある近代資料の緊急保存及び活用

（マイクロフィルムによる閲覧提供等）

担当課・係名 文 化 芸 術 室 企 画 係 課・係直通電話番号 075-414-4217

府労 － ８



平成１５年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部
保 健 福 祉 部

新ＫＹＯのあけぼのプラン推進費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規・継続１１８，０５０千円

１ 趣 旨

男女共同参画社会の実現を目指す新ＫＹＯのあけぼのプランを総合的に
推進するため、次の事業を実施する。

２ 事業概要

事 業 名 概 要予算額 千円（ ）
女性政策推進本部の運営、女性政策推進専門
家会議の開催及び新ＫＹＯのあけぼのプラン新ＫＹＯのあけぼのプラン普及 1,000
の推進等啓発事業費

訪 問 先 北海道（予定）女性国内交流事業費
参加人員 １００人事 業 内 容 （女性の船） 9,000
事業内容 現地研修、現地交流、施設訪問等目 的
日 時 平成１５年１０月中旬（２日間）対 象
場 所 京都府民総合交流プラザ方 法 等

ＫＹＯのあけぼの 開催内容 式典、ワークショップ9,000
フェスティバル開催費 講演・シンポジウム等

女性顕彰事業（あけぼの賞）

府内で活躍している女性で、特に功績の著

。（ ）しい女性を式典において表彰する ４名程度

女性総合センター運営助成費 女性総合センターの運営助成に要する経費70,000

ＫＹＯのあけぼの大学開催

女性総合センター事業費 情報提供事業等15,150
女性相談事業

ＤＶ被害者のグループ・カウンセリング

非暴力グループワーク、一般啓発講座の開催ドメスティック・バイオレンス 6,300
対策事業費

ＤＶ等サポートライン設置事業費（新規）
ＤＶ相談専門電話を設置し、カウンセ
リング等を実施

、保育ルーム設置促進事業費 乳幼児を持つ女性の社会参加を促進するため

府が実施する講座等に「保育ルーム」を設置（一部保健福祉部で計上） 7,600
する。

女性政策課企画係 直通電話番号 ４２９１０７５－４１４－
児童保健福祉課児童育成 ４５８２担当課・係名 ０７５－４１４－

府 労 ― ９



平成１５年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

新青少年プラン推進費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規・継続６５，０００千円

１ 趣 旨
新しい時代を切り拓く力を持った青少年の健やかな育成をめざす

「新青少年プラン」を推進するため、次の事業を実施する。

２ 事業概要

事 業 名 予算額(千円) 概 要

青少年健全育成府 １，０００ 事業主体 京都府・(社)京都府青少年育成協会
民大会開催費 時 期 平成１５年１１月

場 所 京都勤労者総合福祉センター
（京都テルサ）

内 容 青少年健全育成功労者等表彰、講演
会、シンポジウム 等

事 業 内 容
青少年社会環境浄 １３，０００ ◇青少年健全育成審議会の開催
化推進費 ◇有害図書類の指定

◇立入調査の実施
◇社会環境浄化推進員制度の活用 等目 的

対 象
青少年健全育成巡 ２５，０００ ◇青少年の健全な育成と社会環境の浄化に方 法 等
視員設置費 寄与するために設置する、青少年健全育

成巡視員の雇用等に関する経費

青少年活動活性化 ３，０００ ◇京都青少年ゆめネットワークの活動支援
事業費 団体会員交流事業等◇

近畿青年洋上大学 １２，０００ 主 催 近畿２府７県（事務局‥奈良県）
事業費 時 期 平成１５年８月

訪 問 先 中華人民共和国
募集人員 京都府６０名
内 容 ・２府７県の青年同士の交流と連帯

・近畿づくりを担う人材育成 等

青少年育成・活動 ，５００ ◇初発型非行防止対策事業に対する補助金４
◇社会貢献活動事業に対する補助金等促進事業費

◇出会い系サイトに係る被害防止等を目出会い系サイト対 ３，０００

的とした緊急対策経費策事業費 ○新
◇学校や青少年に身近な店舗等での啓発

◇青少年の社会的ひきこもり対策に関す青少年の社会的ひ ３，５００
る経費きこもり対策事業

◇支援施策検討・研究会運営費 ○新
◇相談機関ネットワーク化
◇家族等への支援

青少年課 企画係 課・係直通電話番号 075-414-4301担当課・係名

府 労 － １０



平成１５年度当初予算案主要事項説明
府民労働部

雇 用 促 進 事 業 費事 業 名

新規・継続の別 新規・継続予 算 額 ４４８，８９９千円

１ 趣 旨
雇用のミスマッチを解消するため、職業能力の開発や各種の就職面接会の開

催により、若年者や中高年離職者、障害者等に対する就業支援の強化を図る。

（単位：千円）
２ 事業内容

事 業 内 容
事 業 名 予算額 事 業 内 容

京都府雇用創出・就業 1,000 京都府雇用創出・就業支援計画を着実目 的
支援計画推進費 新 に実施するための推進会議

対 象
若年者就業支援センタ 25,000 概ね30歳未満の学卒未就職者、早期離
ー事業費 新 職者等を対象に情報提供、相談、研修方法等

を実施

「私のしごと館」体験 5,000 様々な職業に関する体験の機会や職業
事業費 新 情報を提供する「私のしごと館」を活

用することにより、高校生、学卒未就
職者等の職業観の醸成を図る。

新規学卒者等就職面接 8,000 京都労働局と共催による就職面接会を
会開催費 開催

中高年齢者緊急就業支 10,000 概ね45歳から60歳までの中高年離職者
援事業費 を対象に、再就職支援セミナーや個別

相談事業を実施

（若年者向けコース含む）再就職促進対策費 240,000 離職者向け短期職業訓練
ＩＴ学習支援

専門就職指導員設置費 20,000 離職者向け短期職業訓練を実施する京
都高等技術専門校及び福知山高等技術
専門校に就職指導員を配置

障害者等就職促進対策 23,344 京都府障害者雇用アドバイザーの設置
費 等

高年齢者労働能力活用 101,200 シルバー人材センターに運営補助を行
事業助成費 う市町村及び（社）シルバー人材セン

ター連合会に対して助成

等雇用条件改善等啓発事 14,355 公正採用に係る府民啓発の実施
業費

京都・仕事ネット携帯 1,000 各種イベントの案内をはじめ、地域の
版開設費 新 就職関連情報を提供するホームページ

「京都・仕事ネット」を携帯電話から
もアクセスできるようにし、利用者の
拡大を図る。

0 7 5 - 4 1 4 - 5 0 9 5雇用対策プロジェクト
担当課・係名 直通電話番号

0 7 5 - 4 1 4 - 5 1 0 5能 力開発課 指導係

府労－１１



平成１５年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

地域雇用開発等促進事業費事 業 名

新規・継続の別 継 続予 算 額 １５，３６２千円

１ 趣 旨
平成１０年１１月５日に「雇用機会増大促進地域」に指定された丹後地域に加

え、平成１３年１２月１０日に国の同意を得て策定した地域雇用開発計画の地域

雇用開拓アドバイザーの活用を含めたにおける雇用開発の推進を図るため、新規
支援措置を実施する。各種

２ 事業概要
（１）地域雇用開発促進事業事 業 内 容

企業設置推進啓発事業の実施①
地域指定に伴う国の助成金や関係自治体の各種支援措置の周知パンフレット
の作成目 的
丹後地域産業・雇用連絡相談所の設置②

・場 所 宮津地方振興局対 象
業務内容 府内外の企業・経済団体等への地域指定に係る支援措置・ＰＲ・

方 法 等 相談、情報提供等
③市町村、経済団体等関係機関とのネットワークの構築

（２）新規雇用開拓アドバイザー設置

・場 所 京都商工会議所
・業務内容 国の助成金の活用等についての助言や関係ハローワーク等との

連絡調整等を図る。

【雇用機会増大促進地域】
①丹後地域１市１０町
宮津市、与謝郡（加悦町、岩滝町、伊根町、野田川町 、中郡（峰山町、大宮）

町 、竹野郡（網野町、丹後町、弥栄町 、熊野郡（久美浜町）） ）
（指定期間：平成10年11月5日 平成15年11月4日）～

②山城中部（東地区）地域２市２町

宇治市、城陽市、久世郡（久御山町 、綴喜郡（宇治田原町））
（指定期間：平成13年12月10日 平成18年3月31日）～

【求職活動援助地域】
・雇用機会増大促進地域を除く中丹から相楽地域までの９市１９町１村

（指定期間：平成13年12月10日 平成18年3月31日）～

担当課・係名 直通電話番号 075-414-5094雇用対策プロジェクト 雇用促進チーム

府労 － １２



平 成 １５ 年 度 当 初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

府 民 労 働 部

能力開発フェア開催費事 業 名

継 続予 算 額 新規・継続の別５，５００ 千円

【目 的】

職業訓練をはじめとする職業能力開発や、様々な産業分野における優れた技
能を広く府民に紹介し、理解を深めるとともに、技能尊重気運の高揚を図る。

【概要(予定)】

事業内容 １ 開催時期 平成１５年１１月８日（土）～９日（日）

２ 会 場 京都府総合見本市会館（パルスプラザ）
目 的

３ 主 催 京都府、京都市、京都府職業能力開発協会、京都府技能士会
連合会対 象

方 法 等
４ 参加団体 職業能力開発施設、業種別組合、技能士会など約８０団体

５ 内 容

(1) 参加団体による展示、実演、即売

(2) 来場者参加による手作り技能教室

(3) 職業能力開発の相談、アドバイス等を行う相談コーナー

(4) 職業能力開発・技能検定功労者、訓練生作文コンクール優秀作品の表彰
等

６ そ の 他 平成１４年度入場者 約２０，０００人

担当課・係名 能 力 開 発 課 振 興 係 直通電話番号 ０７５－４１４－５１０３

府労 － １３


